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毎年のように異常気象というべき気候が繰り返されるようにな

りました。一昨年夏の猛暑とは反対に、昨夏はわが国にも雨期が生

じたかのような日照時間が短い夏でした。にもかかわらず、デング

熱が発生し、ウイルス保有蚊が東京に定着したのではないかと心配

しております。セアカゴケグモの定着もそうですが、これ以上に温

暖化が進行すると、マラリアその他の熱帯感染症がわが国固有の疾

患になることが現実味を帯びてきます。 

京都議定書では米国が批准を拒否し、中国は発展途上国として

CO2 発生抑制の対象外でしたが、昨年は両国も積極的に CO2 削減

に乗り出す姿勢を見せました。温暖化の進行は、単なる気温上昇、

大気汚染だけではなく、地球人口が増加し続けているにも拘わらず、

海面上昇による耕作面積と居住面積の減少という極めて深刻な問

題を来します。さらに、永久凍土や氷河に封印されていた微生物の増殖に伴う CO2 の急増に加え

て、病原微生物による新興感染症の世界的流行も危惧されます。一部の地域における感染症が他の

地域への拡大や新興感染症の出現は、微生物間の干渉バランスを崩す危険性を含み、ひいては地球

上の生物総てに影響が生じる危険性を孕んでいます。さらに、大量の発癌物質や呼吸器障害などの

健康被害を誘発する物質の大気内への放出が継続しており、それらは酸性雨に見られているように

飲料水にも溶け込んでいることでしょう。言い換えれば、現在進行している温暖化の根源は、美し

い地球を「死の惑星」に変えようとしていると言っても過言ではないでしょう。 

高知大学は「環境・人類共生」の精神に立脚し、人類が環境保全と産業発展を両立させることで、

持続可能な社会の構築を推進する総合大学を目指して教育研究活動を展開しております。私たち人

類も地球上に生存することが許されている生命種の一つであり、共生の理念を忘れると過去に繁栄

した後に滅び去った多くの生物の二の舞になるであろうことを銘記するべきです。高知大学が掲げ

ている「環境・人類共生」を実現するためには、エネルギー生産にかかる国際社会相互の技術開発

協力と適正なエネルギー利用に係る合意形成が必要であります。環境保全にかかる議論は、冷静か

つ科学的、経済的、多角的視点に基づき、持続可能社会の構築を前提にして進めることが重要です。

感情論や一部の国益主義では不幸な結果をもたらすことになります。解決すべき課題は数多くあり

ますが、それらをクリアするのが智恵であり、「科学と叡智の統合」が求められます。高知大学に

は、環境・資源の保全などの研究を推進する人材が豊富であり、農学部に設置計画中の「海洋資源

科学科（仮称）」における「海洋管理学」が一つの方向性を示す鍵になるはずです。 

 

本報告書は、2013 年における高知大学の環境活動状況を紹介したものです。高知大学は、人類

の発展と併行して推進できる環境活動をリードし、国際社会に発信し続けることを、これからも継

続し、地域の規範となるよう努力を続けて参ります。 

2015 年 1 月 

国立大学法人 高知大学長 脇口 宏 
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主なキャンパスの配置 

 

■朝倉キャンパス 

                        ・人文学部 ・教育学部 ・理学部 

                        ・共通教育 ・地域連携推進センター 

                        ・国際連携推進センター 

                        ・教育学部附属特別支援学校  

 

 

 

 

 

 

■岡豊キャンパス 

   ・医学部 

  ・医学部附属病院 

 

 

 

 

 

 

 

       

■物部キャンパス 

                          ・農学部 ・遺伝子実験施設 

                          ・海洋コア総合研究センター 

                          ・暖地ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲｴﾝｽ教育研究ｾﾝﾀｰ 

                          ・日章寮 ・国際交流会館 

 

 

 

 

 

 

■小津キャンパス 

   ・教育学部附属中学校 ・教育学部附属小学校 ・教育学部附属幼稚園 
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運営組織機構概念図 

 

 2014 年 4 月 1 日現在 
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教育組織図 

 

 

2014 年 4 月 1 日現在 
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理念と基本目標 

 

■理念 

 高知大学は、教育基本法の精神に則り、国民的合意の下に、地域社会及び国際社会に貢献し

うる人材育成と学問、研究の充実・発展を推進します。 

■基本目標 

高知大学は、人と環境が調和のとれた共生関係を保ちながら持続可能な社会の構築を志向す

る「環境・人類共生」（以下「環・人共生」）の精神に立脚し、地域を基盤とした総合大学とし

て教育研究活動を展開する。教育では、普遍的で幅広い教養を持った専門職業人を養成する。

研究では、南国土佐を中心とした東南アジアから日本にかけての黒潮の影響を受ける地域、す

なわち黒潮流域圏の特性を活かした多様な学術研究を推進する。もって地域社会の課題解決を

図り、その成果を国際社会に発信する。そのため以下の基本目標を掲げる。 

１．教育 

高知大学は、幅広い教養と高度で実践的な専門能力を身に付け、地域社会や国際社会

の健全な発展に貢献できる人材を育成する。とりわけ、地域が直面する諸課題を自ら探求

し、学際的な視点で考えるとともに、「環・人共生」の精神に立ってその解決策を提案で

きる人材の輩出を今期中期目標期間の重点的教育目標とする。 

このために、学士課程教育では人文科学・社会科学・自然科学・生命科学にわたる普

遍的で幅広い教養と各分野の専門基礎力及び社会で活躍するために不可欠な人間性・社会

性・国際性を涵養する。また、大学院教育においては、自らの専門分野において、国際的

に通用する知識・技術・表現力を持った人材を育成する。 

２．研究 

高知大学は、高知県を中心とした南四国や近縁の黒潮流域圏の地域特性に根ざした先

導的、独創的、国際的な研究を推進し、そこで培われた知見やノウハウや人材を国内外の

諸地域にも敷衍させることにより、地域社会、近隣社会と国際社会に貢献する。具体的に

は、自然及び環境保全と、住民の安全・健康とクオリティ・オブ・ライフ（生活の質）の

向上を目指した研究を推進し、人と環境との調和のとれた発展に貢献する。研究のキーワ

ードは、「海」、「環境」、「生命」とする。 

研究体制としては、個々人の自由な発想に基づく個人研究をベースとしつつ、1）研究

拠点で行う研究拠点プロジェクト、2）自然科学系・人文社会科学系・医療学系・総合科

学系の各学系が行う学系プロジェクト、3)海洋コア総合研究センターや総合研究センター

等で行う組織的研究において、研究者間交流を活性化して研究水準の高度化を図る。 

３．地域連携・国際化 

高知大学が有する人的資源（教職員・学生）、知識、情報、研究成果などの知的資源を

駆使することで、高知県を中心とした地域社会への貢献を深化・発展させ、地域に欠くこ

とのできない大学として存立基盤を強化する。 

これまでに培ってきた教育研究上の成果をアジア・太平洋地域の諸国、特に、開発途

上国へ還元することにより、国際社会への積極的な貢献を図る。また、地域に根ざした特

色ある国際交流の推進を通して、高知大学の国際化のみならず、活力ある地域社会の発展

にも寄与する。 
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  職員数 

2013 年 5 月 1 日現在 

区 分 役員 
教      員 事務・技術職員等 

合計 
教授 准教授 講師 助教

附属
学校 計 一般職 医療職 計 

現 員 8 198 160 92 148 87 685 345 599 944 1,637

 

 

学生数 

■学部 

2013年5月1日現在 

区 分 
入学 

定員 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計 
合計 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

人文学部 295 118 186 129 186 125 200 189 214 561 786 1,347

教育学部 170 87 85 80 93 73 101 92 110 332 389 721

理 学 部 270 202 71 206 70 209 9 288 93 905 325 1,230

医 学 部 170 85 90 85 96 77 110 89 108 60 40 60 43 456 487 917

農 学 部 170 100 77 92 86 91 89 117 99 400 351 751

土佐さきが

けﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
※（25） 7 10 1 11 1 11 12

合 計 1,090 592 543 569 572 593 560 746 651 56 41 58 36 2,614 2,403 5,017

※（ ）学部定員に含む（内数） 

 

■大学院 

                                  2013 年 5 月 1日現在 

区 分 
入学

定員

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 計 

合計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

総合人間自然科学   研

究科 

修士課程 201 113 72 128 95   241 167 408

博士課程 42 22 13 20 7 31 10 25 9 98 39 137

計 243 135 85 148 102 31 10 25 9 339 206 545

理学研究科 博士後期課程 1    1 1

医学系研究科 博士課程 25 13 25 13 38

農学研究科 修士課程 1    1 1

黒潮圏海洋科学研究科 博士課程後期３年 2   2 2

合    計 243 135 85 148 103 33 11 50 22 366 221 587

愛媛大学大学院連合農学研

究科 
博士課程後期３年 17 6 2 4 5 17 4   27 11 38
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2005 年 4 月以降開始する事業年度から、一定規模以上の独立行政法人、国立大学法人、特

殊法人及び特殊会社に環境報告書の作成・公表が義務化されました。 

環境報告書とは、事業者が経営責任者の緒言、環境保全に関する方針・目標・計画、環境マ

ネジメントに関する状況、環境負荷の低減に向けた取組みの状況等について取りまとめ、一般

に公表するものです。 

主たる業務が教育・研究である国立大学法人においては、企業の環境報告書とは異なる教

育・研究面での活動を含んだものが求められています。 

 これらについては、中期目標・中期計画において、環境保全面での教育・研究の推進、研究

成果を活用した共同研究や公開講座の実施、光熱水量の節減による経費節減等としても位置付

けています。 

 これらの活動を総括し、環境保全委員会の審議を経て、「国立大学法人高知大学環境方針」

を定め、地域の大学、地域の一員としての取り組みを推進しています。 

 

 

高 知 大 学 環 境 方 針 

2006 年 3 月  

1.基本理念 

 環境保全と創造という課題に地域社会の一員として取り組み、大学としての使命を果たす。

大学としての活動が環境と調和するよう設計し、環境負荷の軽減を目指し、環境マネジメント

システムを構築し、この活動を継続的に推進する。 

 

2.基本方針 

(1)環境保全のための教育と研究を積極的に展開する。 

(2)地域社会プログラムに自主的・積極的に参画する。 

(3)省資源、省エネルギー、廃棄物削減に取り組むとともに関係法規を遵守する。 

(4)環境マネジメントシステムの継続的改善を図る。 

 

 高知大学では、この環境方針に基づき目標を設定し、その実現に向けて行動するとともに、

行動の状況を監査して環境マネジメントシステムを見直します。 

 また、この環境方針は文書化し、高知大学の教職員、学生などに周知するとともに、インタ

ーネットのホームページを用いて一般の人に開示します。  
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毎年度、環境方針に基づき目標を設定し、その実現に向けて実施計画を策定し、行動すると

ともに、行動の状況を監査して環境マネジメントシステムを見直ししています。 

2013 年度の環境目標、実施計画及びその成果を以下のとおり報告します。 

 

 

No. 環境方針 環境目的 環境目標 実施計画 成果 

1 

環
境
保
全
の
た
め
の
教
育
と
研
究
の
積
極
的

な
展
開 

環境教育・学習を

推進する。 

環境に関係する教育・学習

機会を維持し、増加させ

る。 

・環境関連科目の充実 

・環境関連図書の充実 

・環境関連公開講座の実施 

・環境関連出前授業の実施 

・環境に関する研修会等の職員に対

する啓発活動等を行う。 

・環境に関する児童・生徒・学生等に

対する啓発活動等を行う。 

・環境関連科目 217 科目を開講 

・環境関連図書を 65 冊購入 

・環境関連公開講座、出前公開講

5 件を実施 

※29 ページに掲載 

 

 

2 

環境関係の研究

を充実する。 

環境に関連する研究を維

持し、増加させる。 

・環境関連講演会・シンポジウムを開

催する。 

・環境関連受託・共同研究を行う。 

・生物多様性の保全に資する研究を

推進する。 

・講演会・シンポジウムを 28 件開

催 

※29・30 ページに掲載 

・受託・共同研究を 28 件実施 

3 

地
域
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
自
主
的
・
積
極
的
な

参
画 

環境関連の地域

プログラムに参画

する。 

環境に関連する地方自治

体等の委員を兼務する。 

・地方自治体等が設置する環境関連

委員会の委員委嘱要請を積極的に

受ける。 

※ 27・28 ページに掲載 

4 

高知クリーン推進会議の

紙資源リサイクル共同回

収に参画する。 

・新聞・雑誌・用紙の分別を図り、紙

資源のリサイクルを推進する。 

用紙については、裏面の利用を徹底

する。 

200Kg のＯＡ紙資源リサイクルを行

った。 

・掲示版により裏面利用の啓発を

行った。 

5 

 

省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
廃
棄
物
削
減
へ
の 

 
 

 
 

 
 

 

取
り
組
み
、
関
係
法
規
の
遵
守 

光熱水量につい

て、具体的な削減

目標を定め、全学

で計画的に実行

する。 

電気使用量の 1％を削減

する。 

・電化製品の電源を切るなどの消費

電力の削減を行う。 

・自動消灯装置の導入を図る。 

・昼休み等における消灯やこまめな

消灯の徹底を行う。 

・学内広報により隣接階のエレベータ

ー利用を控え、階段を利用する。 

・冷房の適正な温度管理等を行う。 

・暖房の適正な温度管理等を行う。 

・夏季の冷房温度 28℃以上、冬季の

暖房温度 20℃以下で使用することを

徹底し実施する。 

※ 16・17 ページに掲載 

6 

水道使用量の 1％を削減

する。 

・節水を徹底する。 

・学内広報・学生教育により垂れ流し

禁止を徹底し実施する。 

※ 12 ページに掲載 

7 

消耗品費につい

て、具体的な削減

目標を定め、全学

で計画的に実行

する。 

消耗品（主要 14 品目）の

1％を削減する。 

・ファイルの再利用を徹底し、購入を

少なくする。 

・古封筒の再利用を徹底し、購入を

少なくする。 

・リサイクルの広場を周知徹底し、消

耗品の再利用を行う。  

・ファイル、古封筒の再利用実施 

・リサイクルの広場を利用し 143 品

目の再利用を行った。 
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No. 環境方針 環境目的 環境目標 実施計画 成果 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コピーの 1％を削減する。 ・コピー用紙の節約等による廃棄物

の発生抑制等を行う。 

・両面コピーを行うことを徹底する。 

・電子メール、電子掲示板等の利用

を周知徹底する。 

 

9 

廃棄物について、

具体的な削減目

標を定め、全学で

計画的に実行す

る。 

廃棄物量の 1％を削減す

る。 

・ごみの分別を徹底する。 

・放置自転車を有効利用するため、

自転車の再利用を推進する。 

※13・14 ページに掲載 

・朝倉キャンパスにおいて放置自

転車の撤去・処理を実施した。 

※18 ページに掲載 

 

10 

クリーンキャンパスの推進 ・キャンパス内の清掃を全学を挙げ

て定期的（年５回程度）に実施する。 

・キャンパス内の放置自転車の撤

去・処理を定期的に実施する。 

・キャンパス内の緑化を推進するとと

もに、雑草木の剪定・除草を定期的

に行い、また、支障木の伐採などを

行う。  

・全学的な教職員・学生による清

掃を朝倉、物部、岡豊で実施し、ク

リーンキャンパスの推進を図った。

※ 18 ページに掲載 

・計画的な樹木の剪定・支障樹木

の伐採を実施した。 

11 

環境への負荷の

少ない物品等を調

達する。 

高知大学が定めた「環境

物品等の調達の推進を図

るための方針」に基づく調

達を行う。 

・環境物品等のエコ製品の積極的な

選択を行う。 

・環境省の通知に沿って、グリーン購

入法の適用物品の完全実施を図る。 

※ 15 ページに掲載 

12 

用紙類の適切な

再利用・回収を推

進する。 

高知クリーン推進会議の

紙資源リサイクル共同回

収に参画する。 

・新聞・雑誌・用紙の分別を図り、紙

資源のリサイクルに協力する。 

・用紙については、裏面の利用を徹

底する。 

・81,930Kg の紙資源リサイクルを

行った。 

13 

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
継
続
的
改
善 

大学としての活動

が環境と調和する

よう設計し、環境

負荷の軽減を目

指し、環境マネジ

メントシステムを構

築する。 

環境マネジメントシステム

を構築する。 

・温室効果ガス排出量の定期的な把

握を行う。 

・地球温暖化対策に関する検討体制

を整備する。(本委員会の下にＷＧを

設置する。) 

・公用車、スクールバス等の効率的

利用を行う。 

・環境問題に関する調査（学生・教職

員にアンケート）を行う。 

・周辺地域の環境と共生を図りつつ、

屋外環境の維持管理・整備を計画的

に進める。 

・学生、教職員、地域住民の安全・安

心に資する防災拠点としての整備を

進める。 

・環境整備・美化活動を定期的に行

う。 

・朝倉キャンパス内の駐車場及び駐

輪場の整備を行う。 

・自動車の使用を控え、公共機関の

利用を推進する。 

※22・23 ページに掲載 

14 

地域社会への情

報公開 

高知大学の環境への取り

組みについて地域社会に

発信する。 

・環境報告書を、ホームページで公

表する。 

・環境報告書のダイジェスト版を作成

する。 

・環境報告書を作成し、ホームペ

ージで公表した。 
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高知大学は、教育・研究及び医療が主な活動となります。それに伴う環境負荷は、多くのエ

ネルギーとさまざまな資源等を使用し廃棄物を発生しています。 

エネルギーは主に電力、重油、液化石油ガス等です。資源は水、化学物質、紙等が主要なも 

のです。これは、本学の教育（人材育成）活動、最先端の研究活動、医療活動などを行うため

の環境負荷であり、法令順守など環境への配慮が必要となります。 

 ここでは、朝倉、物部、岡豊、小津キャンパスにおける環境負荷の状況について報告します。 

 

 

総エネルギー投入量 

 高知大学では、省エネ法の改正により特定事業者として 2009 年度から全学のエネルギー使

用量の把握が義務化されました。また、岡豊キャンパスについては、「第 1 種エネルギー管理

指定工場」、朝倉、物部キャンパスは「第 2 種エネルギー管理指定工場」となっています。 

これにより，エネルギー管理統括者，

エネルギー管理企画推進者を定め，省

エネルギーに関する中長期計画や管理

標準を作成し，地球環境を考慮した省

エネルギー活動に取り組んでいます。 

 

エネルギー投入量は、大学で購入した

電力、重油、灯油、都市ガス、液化石

油ガスなどの使用量を根拠に算出して

います。 

 2013 年度に大学全体で投入されたエネルギーは 375,206GJ で、朝倉、物部、小津、岡豊キ

ャンパスで 99.4％を消費しています。投入量を原油に換算すると 9,680KL となり 2012 年度の

9,769KL と比較すると 89 KL(約 0.9％)の減となっています。 

 

2009 年度～2013 年度におけるキ 

ャンパス別のエネルギー投入量の比較

をグラフで表しています。 

2013 年度は、2012 年度と比較して、

物部、岡豊キャンパスでは熱源設備の

更新に伴い、高効率型設備を導入する

など、省エネ対策の効果が現れて減少

しています。 
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  「省エネ法」の適用 

 高知大学は、四国経済産業局より、特定事業者に指定されたことから、2009 年度のエネル

ギー使用量を基準とし、中長期的（2010 年～2014 年）にみて年平均１％以上、5 年間で計 5％

以上のエネルギー消費原単位（総エネルギー量を総面積で除した値）の低減が義務付けられま

した。 

 

 2010 年度は、夏は猛暑であり冬から春にかけても平均気温は全国的に高かったが、強い寒

気が流れ込み気温が平年を大幅に下回った時期もあるなど気温の変動が大きかったなどの要

因で前年度 0.4428（基準年 2009 年度）に比べ 0.4750 と 7.3％増加したため、2011 年 3 月に

策定した「省エネ化行動計画」に基づきエネルギー使用量の削減に取組んでいます。 

 2013 年度のエネルギー消費原単位は、2012 年度 0.4394 と比べ 0.4339 と 1.3％程度削減さ

れていますが、2009 年度（基準年）から 5 年間で 5％削減するという目標達成には厳しい状

況であり、今後、大学全体を挙げての更なる取組を実施していきます。 

 

 

温室効果ガス排出量 

2013 年度のエネルギー起源 CO2

の排出量は 26,506t-CO2 となり前年

度比で 18.8％の増、2009 年度（基準

年）比 54.3％の増となっています。 

 

前年度に比べ、エネルギー投入量の

減少に対して温室効果ガスの増加原

因としましては、原子力発電所の停止

の影響等による CO2 換算係数が増加

したためです。 

 

キャンパス別CO2排出量　　　（ｔ-CO2）
2009 2010 2011 2012 2013

岡豊 12,326 13,756 11,560 15,234 17,577
朝倉 2,354 2,983 2,290 3,343 4,273
物部 2,193 2,491 2,032 3,336 4,162
小津 178 213 166 252 326
その他 124 129 86 141 167
合計 17,175 19,571 16,134 22,306 26,505

電気の使用に伴うＣＯ2の温室効果ガス算定に用いた係数　
2009 2010 2011 2012 2013

四国電力
t-ＣＯ2/Kwh

0.000552 0.0007000.000378 0.000407 0.000326

11



水資源使用量・排水量 

 2009 年度から 2013 年度の水資源使用量及び排水量の推移は以下のとおりです。 

                      

 

高知大学の水資源の供給方式は、各キャンパスで異なります。 

朝倉キャンパス及び物部キャンパスは、地下水（井水）をキャンパス内の各施設に供給し飲

用水などに使用しています。 

 小津キャンパスは、高知市より供給を受けた水道水（市水）を附属中学校、小学校、幼稚園

の飲用水などに使用しています。 

 岡豊キャンパスでは、南国市より供給を受けた水道水（市水）を飲用水に使用し、トイレ、

プール等には地下水（井水）を使用しています。 

 2013 年度のキャンパス別水資源の使用量は 532,955m3で、前年度に対して 3.2％の減とな

っています。2013 年度は全団地で水資源の使用量が減少していますので、引き続き毎月の水

道使用量のチェックを行い、漏水個所の早期発見、積極的な節水機器への更新等を進めていき

たいと思います。 

 

 

 

キャンパス別水資源（市水+井水）の使用量

2009 2010 2011 2012 2013
m3 m3 m3 m3 m3

上水
井水 174,998 135,366 134,300 136,683 129,461
上水
井水 180,850 148,935 165,671 157,237 154,784
上水 12,736 15,005 14,612 14,590 14,352
井水
上水 173,562 173,184 172,818 182,115 174,919
井水 74,504 69,881 61,471 59,769 59,439

186,298 188,189 187,430 196,705 189,271

430,352 354,182 361,442 353,689 343,684
616,650 542,371 548,872 550,394 532,955合計

上水計
井水計

朝倉

物部

小津

岡豊
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廃棄物の排出量 

各キャンパスにおける廃棄物の排出量は、下記のとおりです。 

 病院がある岡豊キャンパスで発生する感染性医療廃棄物は、院内のマイクロ波滅菌処理装置

によって滅菌･破砕処理を施す等環境に配慮した一次処理を行っています。その後、非感染性

医療廃棄物として外部（委託）処理をしています。本学にとっては、処分費の軽減化といった

効果も生じています。 

 廃棄物の分別を適切に行うことは、医療事故を未然に防止するとともに、資源の再利用の促

進にもつながることとなるため、非常に重要であり、全学で取り組むこととしています。 

 

朝倉キャンパス（一般廃棄物は、小津キャンパスを含む。） 

種  類 区   分 単位 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 備考 

一般廃棄物 一般廃棄物 袋 39,798 39,448 40,302 43,783 47,091 
1 袋＝45L ポリ

袋 

不燃物 産業廃棄物 ㎏ 89,047 121,815 33,692 40,838 73,328  

汚泥 産業廃棄物 ｍ³ 130 130 130 130 130  

廃酸（有機廃液） 産業廃棄物 ㎏ 824 1,982 2,359 2,082 1,828  

 

 

岡豊キャンパス 

種  類 区   分 単位 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 備考 

一般廃棄物 一般廃棄物 ㎏ 611,920 583,840 582,420 510,700 568,520  

非感染性 

医療廃棄物 
産業廃棄物 ㎏ 243,880 296,544 231,500 296,688 309,216  

感染性 

医療廃棄物 

特別管理 

産業廃棄物 
㎏ 12,183 16,587 19,899 13,168 15,170  

廃プラスチック類 産業廃棄物 ㎏ 51,400 46,600 49,200 46,700 61,200  

ガラス・陶磁器くず 産業廃棄物 ㎏ 5,000 3,500 3,500 47,500 3,900  

金属くず 産業廃棄物 ㎏ 3,400 3,000 3,200 4,000 2,400  

粗大ごみ（混廃） 産業廃棄物 ㎏ 4,300 6,385 6,555 8,277 5,415  

電池 産業廃棄物 ㎏ 740 510 550 537 730  

蛍光管 産業廃棄物 ㎏ 1,840 960 900 870 910  

脱水汚泥 産業廃棄物 ㎏ 64,220 59,860 64,240 41,020 19,480  

廃酸 

（写真定着廃液） 
産業廃棄物 ㎏ 0 110 0 187 0  

廃酸（有機廃液） 産業廃棄物 ㎏ 7,724 4,015 235 1,298 233 ※ 

廃油 
特別管理 

産業廃棄物 
㎏ 946 1,386 6,443 3,249 6,453 ※ 

※ 2010 年度まではホルマリン廃液を「廃酸（有機廃液）」として抽出していましたが、2011 年度から「廃油」

に分類して抽出しているため、排出量に差異が生じています。 
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物部キャンパス 

種  類 区   分 単位 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 備考 

一般廃棄物 一般廃棄物 ㎏ 167,345 151,560 151,600 152,400 161,340  

非感染性 

医療廃棄物 
産業廃棄物 ㎏ 5,040 400 0 0 0  

感染性 

医療廃棄物 

特別管理 

産業廃棄物 
㎏ 9 90 84 210 4,404  

廃酸（有機廃液） 産業廃棄物 ㎏ 104 230 413 21 170  

 

 

  ＰＣＢ廃棄物の保管状況 

 ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法に基づき、Ｐ

ＣＢを含有する蛍光灯用安定器等を保管しています。高圧コンデンサについては、日本環境安

全事業株式会社の広域処理計画により、朝倉地区・物部地区共に 2010 年 9 月に廃棄処分を行

いました。その他のＰＣＢ廃棄物（蛍光灯安定器、微量混入トランス）については、2014 年

度に処分する予定です。 

 

ＰＣＢ廃棄物の保管状況 

地  区 高圧コンデンサ 蛍光灯用安定器 微量混入トランス 保管場所 

朝  倉 0 台 2,032 台 14 台 中央電気室 

岡  豊 0 台 0 台 2 台 薬 品 庫 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管中の微量混入トランス（朝倉） 

保管中の微量混入トランス（岡豊） 
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  グリーン購入・調達の状況 

 

グリーン購入とは、物品の購入等に際して、環境への負荷ができるだけ少ないものを購入し

ていくことです。高知大学は、グリーン購入法（国等による環境物品等の調達の推進等に関す

る法律）の趣旨を踏まえ、特定調達物品の調達目標をホームページに掲載し、その目標を達成

するようできる限り環境負荷低減に資する製品・サービスなどの調達を進めています。 

高知大学では、2013 年度において環境負荷低減に資する製品・サービス（特定調達品目）

それぞれ 19 分野の 266 品目について、調達の実績状況を調査しました。主な品目の調達状況

は下記のとおりです。 

詳しくは本学ホームページに掲載していますのでそちらをご覧ください。 

http://www.kochi-u.ac.jp/outline/jouhou_koukai/ 

(点) 

分野 摘要 全調達量 
特定調達品目 

調達量 

特定調達品

目調達率 

紙類 コピー用紙等 104,319  104,319   100%

文具類 シャープペンシル等 213,741 213,741  100%

オフィス家具等 いす等 545  545   100%

ＯＡ機器 複合機（賃借）等 20,136  20,136   100%

移動電話 携帯電話等 103 103  100%

家電製品 電気冷蔵庫等 94  94   100%

ｴｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ等 ストーブ等 54  54   100%

温水器等 ガス温水器等 5 5  100%

照明 蛍光ランプ等 3,693 3,693   100%

自動車等 乗用車用タイヤ等 28 28  100%

消火器 消火器 189 189  100%

制服・作業服 作業服等 61 61  100%

ｲﾝﾃﾘｱ・寝装寝具 カーテン等 278 278  100%

作業手袋 作業手袋 123 123  100%

その他繊維製品 ブルーシート等 152  152   100%

設備 節水機器等 62 62  100%

防災備蓄用品 ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ飲料水等 645 645  100%

役務 印刷等 2,981  2,981   100%

 

2013 年度の高知大学におけるグリーン購入・調達の状況は、100％達成となっています。今

後もグリーン購入法を順守し、できる限り環境負荷低減に資する製品・サービスなどの調達を

進めていくこととしています。 
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  エネルギー消費抑制に向けた低減対策 

 老朽化した設備機器の更新、省エネパトロールの実施及び一斉休業の実施により、エネルギ

ー使用量の削減を図る『省エネ化行動計画』を 2011 年 3 月 31 日に策定し、全学で取り組ん

でいます。 

 

■省エネ化行動計画 
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■省エネ化行動計画の実施状況 

『行動計画①』設備機器等の更新 

・朝倉キャンパスのライフライン再生及び小津キャンパスの特別教室等、岡豊キャンパス

の実習棟等において、老朽化した設備機器を高効率のものに更新。 

・電気使用量の見える化を図るため、毎日（朝倉、岡豊キャンパス）の使用電力量を掲示板

に投稿。また、朝倉、岡豊、物部、小津、宇佐キャンパスの 1 週間毎の使用電力量を大学

ＨＰに掲載。 

 

『行動計画②』パトロール等の実施 

 ・７月～１０月  職員による巡回パトロールを実施。 

  

『行動計画③』一斉休業の実施 

・2013 年度は、8 月 12 日（月）～ 8 月 14 日（水）に、岡豊キャンパス以外の全キャンパ

スを対象として学内一斉休業を実施。前年の同時期（8 月 9 日（月）～8 月 11 日（水））

との比較で電力量が 21.6％の減となった。 

 

 

■省エネパトロールの実施 

 2013 年 8 月 1 日～  9 月 26 日の内 7 日間、岡豊キャンパスにおいて職員による巡回パト

ロールを実施しました。 

【点検結果】 

「良い事例」 

① ブラインドを使って日射を抑制していた 

② 各所に、節電・節水のステッカーを貼り啓発していた 

③ 見やすい場所に温度計を備え付けていた 

④ 人のいる所のみの照明を点灯、在室中でも明るい場所は消灯していた 

                

                                                  

「悪い事例」 

① エアコンのフィルターが汚れていた 

② 無人の教室等のエアコン、照明が稼働していた 
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  キャンパスにおける事例紹介 

 

■キャンパスの美化活動 

 高知大学では、キャンパスの美化活動として、教職員や学生によるキャンパスの一斉清掃

等を実施しています。 

 朝倉キャンパスでは、環境保全委員会と学生環境サークル「ＥＳＷＩＱ」が合同で、構内環

境美化の一環として、教職員、各学部生が参加しての学内一斉清掃を実施しており、2013 年

度は計２回の一斉清掃を実施しました。 

 また、朝倉キャンパス内の雑草木の剪定等の環境整備を行っている財務部施設整備課環境整

備室は、9 名のスタッフで、キャンパス内の環境整備スケジュールを組み作業を行っており、

環境美化に貢献しています。 

 

【2013 年度一斉清掃等実施状況】 

朝倉キャンパス     

2013.7.31 2013 年度第１回朝倉キャンパス一斉清掃 教職員、学生 

 2013.11.6 2013 年度第２回朝倉キャンパス一斉清掃 教職員、学生 

 

 

2013.8.24 [特別支援学校]ＰＴＡ草刈り 教職員、保護者 

 2014.1.31 [特別支援学校]愛校作業 教職員、保護者 

岡豊キャンパス     

 

2013.5.17 岡豊団地構内一斉清掃（2013 年度第 1回） 教職員、学生 

2013.7.31 岡豊団地構内一斉清掃（2013 年度第 2回） 教職員、学生 

 2013.10.17 岡豊団地構内一斉清掃（2013 年度第 3回） 教職員、学生 

物部キャンパス     

 2013.7.23～24 物部オープンキャンパスに向けての一斉清掃 教職員、学生 

 2013.10.22～23 物部キャンパス一日公開に向けての一斉清掃 教職員、学生 

小津キャンパス     

 2013.4.10 ［附属幼稚園］春季園内清掃 教職員 

 2013.6.8 ［附属幼稚園］PTA 協力日（1学期） 教職員、保護者 

 2013.8.30 ［附属幼稚園］夏季園内清掃 教職員 

 2013.8.24 ［附属小学校］PTA 協力日「愛校作業日」 教職員、児童、保護者 

 2013.10.12 ［附属幼稚園］PTA 協力日（2学期） 教職員、保護者 

 2013.10.21 ［附属中学校］愛校作業 教職員、生徒、保護者 

 2014.1.31 ［附属幼稚園］PTA 協力日（3学期） 教職員、保護者 

 

18



よりよい教育環境整備事業 

中期計画・中期目標を踏まえて、2011 年 3 月に「高知大学キャンパスマスタープラン」

を策定し、着実な魅力あるキャンパスの構築・エコキャンパスの実現を目指しています。  

 

2013 年度の整備実績 

 実 施 事 業 

環 境 関 係 整 備 内 容 

ｾﾝｻｰ類 

の設置 
高効率機

器の設置 
ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ 

制御 
節水型器

具の設置 
ｸﾞﾘｰﾝ購入

法対応 
ﾘｻｲｸﾙの 
促進 

(朝倉)ライフライン再生  ○ ○  ○ ○ 

(朝倉他)情報ネットワーク設備改修      ○ 

(物部他)基幹・環境整備（屋上避難、自家発電） ○    ○ ○ 

(物部他)日章寮等耐震改修      ○ 

(教中他)特別教室等改修 ○ ○  ○ ○ ○ 

(小津)附属幼稚園構内舗装他改修     ○ ○ 

(宇佐)実習船用桟橋撤去その他      ○ 

(岡豊)実習棟改修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

(岡豊)大学院研究棟エレベーター改修        

(岡豊)基礎臨床研究棟等建具改修その他       

(医病) 中央診療棟外来化学療法室仮移転 ○ ○   ○ ○ 

(中島)職員宿舎 A 棟他防水、高架水槽等改修      ○ ○ 
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理科室② 

特別教室棟トイレ 

理科室① 

特別教室棟トイレ 

 

 

高知大学では、各キャンパスにおいて、既存施設や緑地等の環境資源の特性を活かしつ

つ、耐震化はもちろんのこと環境性、省エネ性を考慮した設備機器選定を行ない、省エネ

法に則した整備を行なうと同時に、大学としての風格と高知大学としての個性の創出及び

学生生活における安全かつ快適空間の再生を一体的に行ない、エコキャンパスの実現を目

指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～学生が安全で安心できる魅力あるキャンパスの再生（2013 年度整備事業）～ 

小津キャンパス 

特別教室等改修 

施設の老朽化が顕著であったため、機能改善を実施。照明には人感センサーや LED 器具、衛生

器具にはセンサー付き水栓などを採用し、省エネ・節水に配慮した施設となっています。 
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かつら寮 日章寮 

講義室（１） 

第３実習室 

実習棟外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

物部キャンパス他 

日章寮等耐震改修 

南海地震発生が切迫される中、耐震性能が十分ではない施設の耐震改修を実施。学生生活が安

全・快適に過ごせるように配慮した建物になっています。 

岡豊キャンパス 

実習棟改修 

老朽化対策として実施したものです。 

照明には人感センサーや LED 照明を採用し、省エ

ネルギー化を図ると共に、トイレはセンサー付き

水栓を採用するなど節水にも配慮しています。ま

た、空調機は高効率化を図っています。講義室は

左右の椅子間隔もゆったりと改善し医学科収容定

員増等に対応できるようになっています。 
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  環境マネジメントシステムの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 高知大学では、教育・研究等を行うための適正な環境を保持するとともに、教育・研究活動

等により発生する環境汚染等を未然に防止し、さらに、職員、学生等の高知大学キャンパスに

おける生活環境の安全確保及び省エネルギー対策その他の環境保全にかかる具体的方策につ

いて企画、立案及び審議決定することを目的とした環境保全委員会が設置されています。 

この環境保全委員会は、理事（財務担当）を委員長とし、委員は各学部から選出された教員

等で構成されており、環境マネジメントシステムの中心的組織として活動しています。 

 

 

  環境保全推進体制 

高知大学における環境保全委員会を中心に環境保全を推進する組織等を以下のとおり紹介

します。 

 ・環境整備室   

   室長以下 9 名のスタッフで朝倉キャンパス構内の環境整備を実施 

 ・学内リサイクルの広場   

  教職員用グループウエアの専用掲示板により、不要となった什器類等の再利用を促進 

  ・医学部環境・安全委員会   

医学部における環境保全や交通安全等に関する事項を審議 

   

環境マネジメント

Ｐｌａｎ 

 
環境マネジメント

□ 環境配慮への方針・目標の設定 

□ 環境配慮へのビジョンと戦略 

□ 環境マネジメントシステムの設定 など 

Ｐｌａｎ 
□ 環境マネジメントシステムの運用 

□ 環境に関する規制の評価 

□ 環境報告書の発行 など 

Ｄｏ 各部局 

情報提供、活動参加 
一般学生，環境サークルなど 

□ 翌年度の課題・解決策の決定 

□ 法人内自己評価 

□ モニタリング 

Ｃｈｅｃｋ 
□ 課題解消・解決策の実行 

□ 法人内自己評価、モニタリング

での問題点を修正 

Ａｃｔ 
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  ・附属病院内環境改善ＷＧ 

    附属病院内の環境について、月１回巡回・チェック 

  ・学生環境サークルＥＳＷＩＱ 

       衣類等のリサイクル活動として、朝倉キャンパスやこうち男女共同参画センター 

「ソーレ」で、しこくろプロジェクト「服のもってけおいてけ市」、また、それにあ

わせて服の切れ端を利用しての「リメイク会」など身近な環境保全活動を実施。 

     

 

  環境会計情報 

高知大学では、下表のとおり毎年 90,000 千円程度の経費を環境保全・環境改善活動に使

用しています。 

 

区 分 
金 額（千円） 

2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012年度 2013 年度 

建物清掃関係 60,527 70,895 63,892 67,245 85,013 

除草作業関係 1,980 1,550 1,882 2,726 2,944 

植栽管理関係 7,208 9,070 7,857 9,457 6,889 

生活排水処理施設･浄化槽保

全業務 
10,432 12,794 13,593 10,653 10,837 

作業環境測定関係 1,300 1,273 1,327 1,550 1,809 

ﾎﾞｲﾗｰばい煙測定関係 378 420 420 420 420 

石綿調査関係 698 152 53 121 122 

汚染負荷量賦課金 839 715 687 666 619 

ｴﾈﾙｷﾞｰ中長期計画関係 2,016 3,570 3,465 2,415 788 

合 計 87,948 100,439 93,176 95,254 109,441 
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大学の日常生活や通常の事業活動から生じる環境負荷が、資源の採取、ゴミの廃棄物等の形

で自然環境に対して負荷を与えています。事業活動における環境への負荷を把握、評価するほ

か法規制等で定められている事項について遵守しています。 

ここでは、「建築物の吹き付けアスベスト除去の続報」，「大学施設の耐震化の状況」について

報告します。 

 

 

  建築物の吹き付けアスベスト除去の続報 

１．2013年度までの取り組みについて 

 （１）本学では、2005～2010年度に「学校施設等における吹き付けアスベスト等使用実態調査につい

て」（2005年７月29日付け17文科施第154号）及び「石綿障害予防規則」等の一部改正（2006

年 9月１日施行）に基づき調査を行い、含有する石綿の重量が当該製品の重量の0.1％を超え

るものについて、全28棟のうち24棟、除去面積9,579㎡の除去を実施しました。 

 （２）「0.1％を超えて含有するもの」の残り4棟のうち、中通団地ときわ寮（678 ㎡）については、

2010 年度に封じ込め工事を行い、3棟（4,710 ㎡）については、今後、大規模改修に併せてア

スベスト対策工事を行うこととしています。 

２．飛散状況の結果について 

     毎年、アスベストの浮遊量調査を実施しており、その調査結果からは、一般的に街中で存在

する値であり、直ちに健康への影響はないと考えられます。 

３．現状および今後の対応について 

     建物使用者に通知するとともに、教育・研究環境の安全性を確保するため、状況に対応した

モニタリングを実施し、アスベストの浮遊量を把握するとともに、抜本的な対策として大規模

改修時に撤去する予定です。 

 

アスベスト含有（0.1％超～1％以下）施設一覧 〔（未除去）〕 

団地名 建物名称 部屋名称 
延べ面積

（㎡）

ｱｽﾍﾞｽﾄ施工場所室面積 

1 室当り 

面積（㎡） 
室・戸数 棟計（㎡） 

岡豊 基礎・臨床研究棟 実験室他 13,336 - 91 3,220 ㎡

大学院研究棟  実験室他  3,763 - 26 1,251 ㎡

大学会館 階段室 717 － － 239 ㎡

合     計         4,710 ㎡
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2013年度高知大学アスベスト浮遊量調査結果 

各棟１室のサンプリング調査による                     2014年3月15日測定 

団地名  建物名称 アスベスト含有量 建築年度 石綿粉じん濃度（本／Ｌ）

岡豊 

基礎・臨床研究棟 クリソタイル 0.86％ 1979 0.15 未満  

大学院研究棟 クリソタイル 0.64％ 1984 0.15 未満  

大学会館 クリソタイル 0.1％≦ 1980 0.15 未満 

 

参考：アスベスト浮遊量調査に伴う調査結果比較参考資料 

2013 年度アスベスト大気濃度調査結果(2014 年 5 月 30 日 環境省報道発表) 

区分 測定箇所数 測定ﾃﾞｰﾀ数 最小値 最大値 幾何平均 

住宅地域 13 26 0.10 0.45 0.21 

商工業地域 10 20 0.089 0.54 0.25 

内陸山間地域 5 10 0.17 0.46 0.24 

注記：最小値・最大値・幾何平均の単位は（本／Ｌ） 

 

 

  大学施設の耐震化の状況 

高知大学では文部科学省からの「学校施設の耐震化推進に関する調査研究協力者会議」によ

る報告に伴い、大学施設について耐震診断を実施し、2006 年 12 月末に全ての建物について耐

震診断を完了し、その結果を公表しました。 

 耐震診断建物は、1981 年以前に建設された「現行の耐震基準を満たしていない建物」が対

象です。 

 ここでは、大学施設の耐震化の状況について報告します。 

 本学では、「大学施設保有面積 259,400 ㎡」のうち 1981 年以前に建設された倉庫、車庫など

の小規模建物「非対象建物延べ面積 9,100 ㎡」と、1982 年以降に建設された「新耐震適合建

物延べ面積 59,700 ㎡」を除く「耐震診断対象建物延べ面積 190,600 ㎡」について耐震診断を

実施しました。 

 そのうち、「耐震性を満たしている建物及び耐震補強実施済建物延べ面積 105,500 ㎡」を除

く、「耐震化整備建物延べ面積 85,100 ㎡」が耐震性が劣ると判定されました。 

本学では「震度６以上の大地震で倒壊する危険性が高い」とされる建物（構造耐震指標 Is

値 0.4 未満）を含む大学施設（延べ面積 87,500 ㎡）について、耐震対策事業（１３棟延べ面

積 30,000 ㎡（2006 年度補正））として 2007 年度に発注し、残る建物についても計画的に整備

しており、2014 年度末には耐震化率 100％となります。 

 

 

 

 

 

 

25



■高知大学施設の耐震化状況図 
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 高知大学は南国土佐の自然と風土に学び、未来を展望した智の創造と学術の継承・発展を通

して、人類の継続的発展と地域社会へ貢献することを使命として基本目標を掲げています。 

 ここでは、「地方自治体での環境に関する活動」及び「環境コミュニケーションの状況」に

ついて報告します。 

 

 

  地方自治体での環境に関する活動 

地方自治体等の各種委員は地域社会への貢献に繋がることから多くの教員が活動されてい

ます。 

 特定非営利団体等での活動も含めると多数に上ることから、地方自治体での環境に関する活

動に絞り一例を紹介します。 

 

■人文社会科学部門 
  横川 和博  高知県環境審議会委員（高知県） 

■教育学部門 
  裏垣  博  高知県公害審査会委員（高知県） 

  増尾 慶裕  高知市環境審議会委員（高知市） 

  小島 郷子  高知県地方港湾審議会委員（高知県） 

■理学部門 
  石川 愼吾  高知県文化環境アドバイザー（高知県） 

  石川 愼吾  高知県環境審議会委員（高知県） 

  石川 愼吾  高知県環境影響評価技術審査会委員（高知県） 

  岡村   眞  高知県環境審議会委員（高知県） 

  岡村  眞  高知県環境影響評価技術審査会委員（高知県） 

  岡村  眞  高知県南海地震対策推進本部アドバイザー（高知県） 

  島内 理恵  高知県環境審議会委員（高知県） 

  島内 理恵  高知県河川委員会委員（高知県） 

  松岡 裕美  高知県環境影響評価技術審査会委員（高知県） 

■農学部門 
  佐藤泰一郎  高知県農業農村整備事業環境情報協議会委員（高知県） 

  佐藤泰一郎  高知県文化環境アドバイザー（高知県） 

  原  忠   高知県南海地震対策推進本部アドバイザー（高知県） 

  原  忠   高知県地方港湾審議会委員（高知県） 

  塚本 次郎  高知市緑政審議会委員（高知市） 

  塚本 次郎  高知県森林審議会委員（高知県） 

    藤 原  拓  高知県下水汚泥有効利用検討委員会委員（高知県） 

    藤 原  拓  高知県環境審議会委員（高知県） 
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  關  伸 吾  高知県農業農村整備事業環境情報協議会（高知県） 

  關  伸 吾  高知県内水面魚場管理委員会委員（高知県） 

    松本 伸介  高知県廃棄物処理施設設備審査会委員（高知県） 

■連携医学部門 
   菅沼 成文  南国市廃棄物減量等推進審議会（南国市） 

■黒潮圏科学部門 
  飯國 芳明  環境活動支援センター外部評価委員（高知県） 

飯國 芳明  高知県豊かな環境づくり総合支援事業費補助金審査委員（高知県） 

  関田 諭子  高知県環境影響評価技術審査会委員（高知県） 

■地域協働教育学部門 

  中澤 純治  高知県新エネルギー導入促進協議会委員（高知県） 

■生命環境医学部門 
  康  峪梅  高知県公害審査会委員（高知県） 

  康  峪梅  高知県環境審議会委員（高知県） 

  康  峪梅  高知県廃棄物処理施設設置審査会委員（高知県） 

  康  峪梅  高知県環境影響評価技術審査会委員（高知県） 

■国際・地域連携センター 
  石塚  悟史   四万十町環境審議会委員（四万十町） 

■臨床医学部門 
  藤田 博一   高知県公害審査会委員（高知県） 

  

 

 

 

 

 

 

28



環境コミュニケーションの状況 

地域における環境コミュニケーションの状況として、平成 25 年度の環境に関する公開講座、講演

会等の開催状況を紹介します。 

 

１．公開講座 

名       称 期 間 参加人員 実施回数

「自然と文化」 出前公開講座（芸西村） 6/26～7/31 153（延べ） 5 

「自然と文化」 出前公開講座（土佐町） 6/27～7/25 114（延べ） 5 

「自然と文化」 出前公開講座（大豊町） 8/23～9/27  88（延べ） 5 

「自然と文化」 出前公開講座（梼原町） 9/25～12/3 108（延べ） 5 

パラタクソノミスト養成講座－自然の記録を残す人をつくる－ 10/13～11/17  41（延べ） 4 

 

２．講演会等 

名          称 期 間 

グリーンサイエンス講演会 2013 -グリーン・バイオポリマーのフロンティア-  6/7 

高知大学研究拠点プロジェクト「第 15 回 高知大学植物健康基礎医学シンポジウム」 

「企業における農薬の開発と事業展開」 
6/21 

黒潮圏科学部門 黒潮圏セミナー「「海業」による地域活性化と中間支援組織の役割」 6/22 

文部科学省特別経費プロジェクト「レアメタル戦略グリーンテクノロジー創出への学際的教育研究拠点の形

成」キックオフシンポジウム「レアメタルの開発・利用に関わる学際的人材育成－海底鉱物資源への期待

－」 

7/5 

黒潮圏科学部門 黒潮圏セミナー「再生可能エネルギーの法的課題」 7/16 

第 35 回高知大学アカデミアセミナー ～ 「海洋」その恵み・神秘・脅威 ～ 7/20 

高知大学研究拠点プロジェクト「第 16 回 高知大学植物健康基礎医学シンポジウム」 7/23 

高知大学研究拠点プロジェクト「第 17 回 高知大学植物健康基礎医学シンポジウム」 8/2 

第 3 回熱帯農業に関する SUIJI セミナー2013 高知大会 「大学は地域とどうかかわるのか」（地域協働と

サービスラーニング） 
8/29 

第 9 回柏島大学「南海トラフ大地震へ備える コミュニティ防災」 8/29 

DC セミナー・黒潮圏セミナー「日本島嶼学会 2013 年次高知・柏島大会基調報告」 9/7 

「四国 5 大学連携による知のプラットフォーム形成事業」シンポジウム 10/4 

第 36 回高知大学アカデミアセミナー『南海地震に備えるシンポジウムⅢ「高知県が直面する自然災害」』 10/26 

第 3 回総合科学系複合領域科学部門研究発表会 10/30 

第 7 回 黒潮圏科学国際シンポジウム（The 7th International Symposium on Kuroshio Science ） 11/21 

黒潮圏セミナー「水研で担ってきた鯨類の資源生態調査研究―土佐湾ニタリクジラの話題を中心に―」 11/27 

第 11 回高知大学物部キャンパスフォーラム「地球の温暖化に備える ～温暖化適応、海藻、サンゴ、農業

～」 
11/30 
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名          称 期 間 

自然科学系「水・バイオマス」プロジェクト主催 「水・バイオマス」プロジェクトシンポジウム「生物の多様性

に自然科学がいかに挑むか？-名古屋議定書とその実施を巡って」 
12/11 

第 18 回高知大学植物健康基礎医学シンポジウム「ミクロの世界からみた植物病理学」 12/20 

黒潮圏シンポジウム「黒潮圏科学－10 年の歩みと明日への課題－」 12/21 

本学自然科学系「水・バイオマス」プロジェクト主催シンポジウム「水・バイオマス循環学の未来を考える」 1/21 

第 2 回高知コアセンター講演会「海からの め・ぐ・み ～海は宝の山～」 2/1 

高知コアセンターセミナー 「メタンハイドレートの資源開発」 2/13 

高知コアセンターセミナー「Environmental magnetic record of paleoclimate, unroofing of the Transantarctic 

Mountains, and volcanism in Late Eocene to Early Miocene glacimarine sediments from the Victoria Land 

Basin, Ross Sea, Antarctica」 ） 

2/27 

海洋コア総合研究センター共同利用・共同研究成果発表会 3/10～3/11

高知大学研究拠点プロジェクト「第 4 回掘削コア科学シンポジウム」 3/11 

高知人文社会科学会による 公開シンポジウム「地域社会と環境の持続的な関係づくりに向けて」 3/15 

海洋コア総合研究センター 防災シンポジウム「高知から南海・東南海地震を考える～災害に対して国土

を強靭化するにはどうすべきか～」 
3/23 
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 2006 年 4 月に閣議決定された第三次環境基本計画において、環境政策の基本的方法の一つ

の目として「環境的側面、経済的側面、社会的側面の統合的向上」が掲げられています。 

 ここでは、環境的側面だけではなく、高知大学が取り組んでいる社会的側面について紹介し

ます。 

 

 

  労働安全衛生に関する情報 

 

国立大学法人高知大学安全衛生管理基本計画 

                             平成２３年３月２４日 

                             役 員 会 決 定 

基本理念 

高知大学は、本学の理念に基づき、学生注）・職員の安全で快適な修学・就業環境を確保し、

心身共に健康で充実した生活を送ることができるように支援します。また、学生・職員の自主

的な健康の保持増進活動を推進するとともに、安全衛生意識を持った人材を育成し、地域社会

に貢献していくことを目指します。  

 注）「学生」には、幼児、児童、生徒を含むものとする。 

 

安全衛生目標 

１ 学生・職員の健康の保持増進及びメンタルヘルス対策の充実 

２ 安全な修学・就業環境の確保 

３ 毒物・劇物の適正管理 

４ 感染症対策の充実 

５ 安全衛生教育及び啓発活動の推進 

 

安全衛生計画 

１ 学生・職員の健康の保持増進及びメンタルヘルス対策の充実 

・健康診断の受診率向上及びフォローアップの充実を図る。  

・健康管理及びメンタルヘルスに関する相談体制の充実を図る。  

・長時間勤務による健康障害防止に取り組む。  

・学生・職員の禁煙支援に取り組む。  

 

２ 安全な修学・就業環境の確保 

・衛生管理者・産業医による職場巡視を行う。 

・地震等の災害を想定した環境整備を推進する。 
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３ 毒物・劇物の適正管理 

・事業場毎の毒物・劇物の適正管理を行う。  

 

４ 感染症対策の充実 

・修学・就業に影響を及ぼす感染症（インフルエンザ等）の予防対策の充実を図 

る。 

 

５ 安全衛生教育及び啓発活動の推進 

・学内の講習会を開催し、管理監督者に対する安全配慮義務に関する教育を含め 

た安全衛生教育を実施する。 

・労働安全衛生に係る有資格者の増員を図る。 

 

 

  雇用に関する情報 

 

高年齢者雇用確保措置 
高知大学では、「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」に基づき、65 歳までの安定し

た雇用を確保するため、定年退職後再び雇用する再雇用制度を導入し、2007 年度から実施し

ています。 

勤務形態については、本人の希望により、フルタイム勤務又は短時間勤務（1 週 15 時間

30 分から 31 時間）の選択を可能としています。 

 

「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」による雇用状況 （単位：人） 

年 度 2009 2010 2011 2012 2013 

再雇用者数 29 35 46 33 38 

   

 

構内の環境整備の充実 
  上記再雇用制度の活用により、2007 年度から再雇用職員を環境整備担当に配置し、構内

の環境整備の充実を図ることとし、2008 年度からは本学教育学部附属特別支援学校の卒業

生を環境整備担当として雇用し、さらなる環境整備の充実を図るとともに、障害者雇用を促

進しています。 
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環境省ガイドライン（２０１２版） 
環境報告書２０１４ 

頁 該当箇所 

第４章 環境報告の基本的事項   

 １．報告にあたっての基本的要件 34 環境報告書の作成に当たって 

 ２．経営責任者の緒言 1 トップメッセージ 

 ３．環境報告の概要 2 大学概要 
  8 環境目標、実施計画及びその成果 

  10 教育･研究活動等に伴う環境負荷 

  22 環境マネジメントの状況 

 ４．マテリアルバランス 10 教育･研究活動等に伴う環境負荷 

第５章「環境マネジメント等の環境配慮経営に関する状況」を表す情報・

指標 
  

 １．環境配慮の方針、ビジョン及び事業戦略等   

  (1)環境配慮の方針 7 環境方針 

  (2)重要な課題、ビジョン及び事業戦略等 23 大学概要 

 ２．組織体制及びガバナンスの状況   

  （１）環境配慮経営の組織体制等 22 環境マネジメントの状況 

  （２）環境リスクマネジメント体制 － － 

  （３）環境に関する規制等の遵守状況 24 環境に関する規制の遵守状況 

 ３．ステークホルダーへの対応の状況   

  （１）ステークホルダーへの対応 29 環境コミュニケーションの状況 

  （２）環境に関する社会貢献活動等 27 環境に関する社会貢献活動の状況等 

 ４．バリューチェーンにおける環境配慮等の取組状況   

  （１）バリューチェーンにおける環境配慮の取組方針、戦略等 15 グリーン購入・調達の状況 

  （２）グリーン購入・調達 15 グリーン購入・調達の状況 

  （３）環境負荷低減に資する製品・サービス等 － － 

  （４）環境関連の新技術・研究開発 － － 

  （５）環境に配慮した輸送 － － 

  （６）環境に配慮した資源・不動産開発／投資等 － － 

  （７）環境に配慮した廃棄物処理／リサイクル 10 教育･研究活動等に伴う環境負荷 

第６章 「事業活動に伴う環境負荷及び環境配慮等の取組に関する状況」を表

す情報・指標 
  

 １．資源・エネルギーの投入状況   

  （１）総エネルギー投入量及びその低減対策 10 教育･研究活動等に伴う環境負荷 

  （２）総物質投入量及びその低減対策 － － 

  （３）水資源投入量及びその低減対策 10 教育･研究活動等に伴う環境負荷 

 ２．資源等の循環的利用の状況（事業エリア内） － － 

 ３．生産物・環境負荷の産出・排出等の状況   

  （１）総製品生産量又は総商品販売量等 － － 

  （２）温室効果ガスの排出量及びその低減対策 10 教育･研究活動等に伴う環境負荷 

  （３）総排水量及びその低減対策 10 教育･研究活動等に伴う環境負荷 

  （４）大気汚染、生活環境に係る負荷量及びその低減対策 10 教育･研究活動等に伴う環境負荷 

  （５）化学物質の排出量、移動量及びその低減対策 10 教育･研究活動等に伴う環境負荷 

  （６）廃棄物等総排出量、廃棄物最終処分量及びその低減対策 10 教育･研究活動等に伴う環境負荷 

  （７）有害物質等の漏出量及びその防止対策 － － 

 ４．生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用の状況 － － 

第７章 ｢環境配慮経営の経済・社会的側面に関する状況｣を表す情報・指標   

 １．環境配慮経営の経済的側面に関する状況 22 環境マネジメントの状況 

 ２．環境配慮経営の社会的側面に関する状況 31 社会的取組の状況 

第８章 その他の記載事項等   
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国立大学法人高知大学財務部施設企画課 

〒780－8520 高知市曙町二丁目５番１号 

TEL 088－844－8138  FAX 088-844-0121 

この環境報告書は高知大学のホームページでも公表しています。 

HP アドレス http://www.kochi-u.ac.jp/JA/johokokai/ 

 

 

 

高知大学では、2006 年 3 月に「高知大学環境方針」を策定し、環境に配慮した様々な

事業活動に取り組んでいます。 

  本報告書は、これらの事業活動のうち 2013 年度に取り組んだ活動と教育･研究活動等

に伴う環境負荷の状況等を総合的にまとめたものです。 

 

 

  参考にしたガイドライン 

   環境省「環境報告ガイドライン 2012 年版」（2012 年４月） 

 

   対象組織  

朝倉キャンパス（人文学部、教育学部、理学部、事務局等） 

   岡豊キャンパス（医学部、医学部附属病院） 

   物部キャンパス（農学部、海洋コア総合研究センター等） 

   小津キャンパス（教育学部附属幼・小・中学校） 

   宇佐キャンパス（海洋生物教育研究センター等） 

 

対象期間 

   2013 年 4 月～2014 年 3 月 

 

発行期日  

2015 年 1 月 

 

次回発行予定 

   2015 年 9 月 

 

 

 

 

 

 

作成部署・お問い合せ先 
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